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１．組織の概要 
 

１． 事業者名 

三要電熱工業株式会社 

代表取締役  髙戸 賢一  

 

２． 所在地 

本社    ：岡山市中区平井 6丁目11番24号 

倉敷支店  ：倉敷市福井 212番地 2 

山陰支店  ：松江市大庭町 1812-8 

津山営業所 ：津山市津山口 128番地8 

出雲営業所 ：出雲市大津新崎町 4丁目 12番地 

   

３． 環境管理責任者及び連絡先 

環境管理責任者 ：別府 昌和 （ 事業部 ） 

推進事務局   ：小西 和美 （ 総務部 ） 

ＴＥＬ  086-273-5161 

ＦＡＸ  086-273-0607 

 

４． 事業所の概要 

 資本金              18（百万円） 

 認証・登録の対象の人数      74（名）   

 全社・事務所延べ面積      2,095（㎡） 

   

５． 事業内容 

・専門的機械メンテナンス業 

（工場、ビル、病院等の空気調和設備のメンテナンス、ビル常駐管理、 

ばい煙濃度測定、ビルの貯水槽および排水槽の清掃点検、 

ビルのねずみ・こん虫等の防除、消防設備の点検業務、フロン漏洩点検業務） 

・管工事、電気工事等の設計及び施工 

 

６． 認証登録範囲 

1)対象組織：全組織 

2)対象活動：全活動 

・専門的機械メンテナンス業 

・管工事、電気工事等の設計及び施工 

  

７． 会社の沿革 

昭和 45年   2月   三要電熱工業株式会社設立 

昭和 53年   4月   山陰出張所開設（現在名：山陰支店） 

昭和 53年   10月   倉敷出張所開設（現在名：倉敷支店） 

平成  2年  10月   津山出張所開設（現在名：津山営業所） 

平成 18年   10月   エコアクション 21 認証取得（認証登録番号 0001121） 

平成 23年    4月     出雲営業所開設 

平成 25年    9月   津山営業所移転 

平成 30年   10月    山陰支店新築移転 
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２．実施体制 

令和 5 年 1 月 5 日改訂 

 

代表取締役 

髙戸 賢一 

 

環境管理責任者   ＥＡ21 

別府課長     推進事務局 

           小西 

 

本 社       実行責任者      従業員 

         事 業 部      業務課長        

 

         倉敷支店      実行責任者      従業員 

                    課長             

 

         山陰支店      実行責任者      従業員 

         出雲営業所       課長          

 

         津山営業所     実行責任者      従業員 

                    支店長            

 

責任と権限 
・代 表 取 締 役： 環境経営に関する方針を定めると共に、環境への取り組みを適切に実

行するための資源を用意する。取り組み状況を評価し、見直しを実施し、

必要な指示を行う。また、環境管理責任者の任命を行う。 

・環境管理責任者： 代表者に代わってガイドラインの要求事項を満たす環境経営システム

を構築・運用し、その状況を代表者に報告する。また、ＥＡ２１に関し

て外部関係者との窓口責任を持つ。 

・推 進 事 務 局： 環境管理責任者の指示により、環境経営システム構築・運用のサポー

ト及び文書管理を行う。 

・実 行 責 任 者： 環境経営目標達成の実施責任者として部員の教育訓練及び地域・社会

貢献活動の実施、指導を行う。 

・従   業   員： 実行責任者の指示により、環境活動の実施を行う。 

 

 



5 

 

環境経営方針 

    

三要電熱工業株式会社は、「今日より澄んだ明日を創りたくて」、街と建

物の快適な環境づくりを支え続けています。 

当社は空調設備の設計・施工・保守管理を主軸に、大型プラント、給排

水衛生設備まで幅広く携わる会社です。 

より多くの分野で人々が暮らしやすい快適な環境づくりに貢献する為、

様々な環境問題へ取り組みます。 

 

① 電力、車両燃料（特にガソリン・軽油）を削減し低炭素社会の実現を目指す

と共に、水使用量の削減にも努めます。 

② 環境関連法規等を遵守すると共に、地域社会との共存共栄を図る為、継続的

な環境改善をします。 

③ ３Ｒ（リデュース：削減・リユース：再使用・リサイクル：再生）と４Ｓ（整

理・整頓・清潔・清掃）を徹底し、廃棄物排出量の削減に努めます。 

④ フロンガスの適切な回収並びにノンフロン型及び省エネ型冷凍空調機器の 

販売拡大に努めます。 

⑤ 管工事・電気工事について、環境に配慮した設計・施工に努めます。 

⑥ 環境経営方針を従業員に周知徹底し、本支店各拠点における環境啓発活動 

及び環境教育活動を推進します。 

 

 

 

 

 

平 成 ２ ２ 年４ 月 １日  作 成 

令 和  ４ 年８ 月 １日  改 訂 

三 要 電 熱 工 業 株 式 会 社 

代表取締役 髙戸 賢一 



6 

 

４．環境経営目標とその実績 
 

令和2年度（2020年度）の実績を基準にした、3年間の中期目標は次のとおり 

１．二酸化炭素排出量、電力使用量、ガソリン・軽油の使用量を1年目1％、2年目5％、

3年目10％削減する。また、ガソリン・軽油の燃費を毎年同等量向上させる。 

２．産業廃棄物、一般廃棄物、水の使用量を毎年１％ずつ削減する。 

３．フロンガスの回収量を毎年0.5％ずつ増加させる。 

４．地域社会の進める環境貢献活動に参加する。 

年度別目標・実績 

項目（単位） 

令和2年

度 

実績 

令和3年度 

目標 

令和3年度 

実績 

令和4年度 

目標 

令和 4年度 

実績 

令和5年度 

目標 

二酸化炭素排出量(㎏-CO

₂) 

207,342 - 202,522 - 190,346 - 

電気使用量（kWh） 107,968 106,888 112,567 102,570 106,101 97,171 

ガソリン使用量（L） 60,019 59,419 55,662 57,018 53,370 54,017 

ガソリン走行距離（㎞） 689,018 - 646,226 - 594,886 - 

ガソリン燃費（㎞/L） 11.48 11.60 11.62 10.91 11.15 10.33 

軽油使用量（L） 1,807 1,789 2,846 1,717 1,661 1,626 

軽油走行距離（㎞） 19,732 - 29,747 - 16,195 - 

軽油燃費（㎞/L） 10.92 11.03 10.45 10.37 9.7 9.82 

産業廃棄物排出量（㎏） 11,117 11,006 5,753 10,561 6,845 10,455 

一般廃棄物排出量（kg） 3,515 3,480 3,434 3,339 3,581 3,306 

水の使用量（ｍ3） 671 664 380 637 351 630 

フロンガスの回収量（㎏） 252.35 253.61 343.68 239.73 489.13 242.13 

（補足）一般廃棄物排出量＝可燃ゴミ＋資源ゴミ で算出 

購入電力のＣＯ₂排出係数：0.585㎏-CO₂/ｋWh（中国電力：令和2年度） 

         ガソリン・軽油燃費＝総走行距離 ㎞ ÷総使用量 L で算出 

 

 

 

 

 

 



7 

 

 

 

 

また、各支店別の単年度実績は次のとおり 

全体・支店別実績 

達成率 

項目（単位） 

令和4年度 

全体目標 
達成率

（％） 
全体実績 本社 倉敷支店 

山陰支店 

出雲営業所 
津山営業所 

二酸化炭素排出量(㎏-CO₂) - - 190,346 70,498 51,501 59,690 8,656 

電気使用量（kWh） 102,570 96.67 106,101  48,997 23,448 28,735 4,921 

ガソリン使用量（L） 57,018 106.83 53,370 16,131 16,278 18,471 2,490 

ガソリン走行距離（km） - - 594,886 180,967 187,974 205,220 20,725 

ガソリン燃費（㎞/L） 10.91 97.84 11.15 11.22 11.55 11.11 8.3 

軽油使用量（L） 1,771 106.55 1,662 1,662 車両無し 車両無し 車両無し 

軽油走行距離（km） - - 16,195 16,195 車両無し 車両無し 車両無し 

軽油燃費（㎞/L） 10.37 93.54 9.7 9.7 車両無し 車両無し 車両無し 

産業廃棄物排出量（㎏） 10,561 154.28 6,845 4,675 280 1,890 倉敷と合算 

一般廃棄物排出量（kg） 3,339 93.24 3,581 1,485 1,555 541 倉敷と合算 

水の使用量（ｍ3） 637 182 350 133 95 116 6 

フロンガスの回収量（㎏） 239.73 204.03 

 

 

489.13 235.27 48.46 205.4 回収無し 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



8 

 

 

 

 

５．環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の取組内容 

 

 評価 環境目標 取組結果とその評価、次年度の取組内容 

１．二酸化炭素排出量、資源エネルギー使用量削減について 

１ 〇 二酸化炭素排出量の削減 昨年度実績より全体実績としては削減を達成するこ

とが出来た。ガソリン及び軽油の使用量については目

標数値を下回ったが、電気使用量については昨年度よ

りは削減されたが目標値には及ばなかった。 

２ ○ 電力使用量の削減 目標数値には届かなかったものの、全社通して昨年度

実績から使用量の削減を達成することが出来た。温度

の適正化については見直しが必要であるが、不要な電

灯の消灯や窓を開けての換気等で使用電力を削減す

ることが出来た。 

× ①空調温度の適正化 

（冷房28℃程度、暖房20℃程度） 

〇 ②不要な電灯の消灯 

（昼休憩、日中留守になる部署） 

〇 ③夜間のコピー機電源オフ 

３ ◎ ガソリン使用量の削減 津山営業所では使用量が増加し、燃費も悪化した。 

その他の支店で使用量を削減できたことにより、全体

の数値としては昨年度よりも低くなっているが、微減

である。また、燃費についても昨年までと同様ほぼ横

ばいの状態が続いており改善の余地がある。 

△ ①エコドライブの継続 

〇 ②運転者教育の実施 

△ ③乗り合わせて効率的に移動 

○ ④不要な荷物を降ろして軽量化 

△ ⑤ガソリンの燃費の向上 

４ ◎ 軽油使用量の削減 使用量の大幅削減を達成出来たが、燃費が悪化して

いる。車自体の劣化という側面もあるが、エコドラ

イブの意識を見直す必要がある。 

 

× ①エコドライブの継続 

× ②運転者教育の実施 

〇 ③乗り合わせて効率的に移動 

○ ④不要な荷物を降ろして軽量化 

× ⑤軽油の燃費の向上 

（評価 ◎：大幅に改善 〇：改善出来た △：改善するも達成率に届かず ×：改善出来ず） 
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 評価 環境目標 取組結果とその評価、次年度の取組内容 

２．産業廃棄物、一般廃棄物、水の使用量削減について 

１ ◎ 産業廃棄物の削減 倉敷支店では削減出来たが、本社は微増、山陰は大幅

に増加した。今年は事務所内の見直しという事で、大

規模な大掃除等を行ったことによる増加である。 

廃棄物置き場は、内部を細分化し分別に力を入れた。 

◎ ①分別によるリサイクルの継続 

○ ②廃棄物置場の管理の徹底 

〇 ③3Ｒと4Ｓの実施 

２ ☓ 一般廃棄物の削減 産業廃棄物同様、倉敷支店では削減、他の支店では増

加した。分別によるリサイクルの意識は社内でも高ま

っており、細かに分別出来ている。全体のゴミの量と

しては増えているが、資源ごみが占める割合も多い。 

◎ ①分別によるリサイクルの継続 

◎ ②廃棄物置場の管理の徹底 

◎ ③3Ｒと4Ｓの実施 

３ ◎ 水の使用量の削減 昨年度から継続して減少傾向にある。倉敷支店では微

増し、今年は大幅な減少とはならなかったものの社内

ではいい意識が継続されていると思える。 
◎ ①こまめな節水の周知徹底 

◎ ②節水呼びかけの継続 

３．フロンガスの回収量増加について 

１ ○ フロンガスの回収量の増加 倉敷支店では件数減少の為回収量が減少したが、本

社・山陰支店・出雲営業所での大幅な増加が目標達

成に貢献している。顧客に対しての呼びかけや提案

でフロンガスの安定的な回収を促すとともに、漏え

い点検の件数も増加させていくよう社内全体で取り

組んでいく。 

◎ ①顧客に対してフロンガス漏洩防止の呼

びかけ 

◎ ②フロンガスの適切な回収の維持 

４．自らの事業活動に見合う環境活動の推進について 

１ - 環境に配慮した提案 令和４年度中に対象機器の実態調査及び最適工法や

ノウハウを調査後、目標設定する。令和５年度から目

標達成に向けて活動を開始する。 
- ①環境配慮型機器（ノンフロン型・省エ

ネ型）の実態調査後、施主への最適機

器の提案 

- ②環境に配慮した工法やノウハウを調査

後、受注案件への適用を検討・提案 

５．地域・社会貢献活動について 

１ - 地域社会の進める環境貢献活動に 

参加する 

昨年同様、コロナウイルス感染対策等により制限が解

除されず、地域の環境貢献活動も復活しなかった。 

今後の動きに注視する。 

（評価 ◎：大幅に改善 〇：改善出来た △：改善するも達成率に届かず ×：改善出来ず） 
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６．環境関連法規などの遵守状況の確認及び評価の結果、 

並びに違反･訴訟等の有無 
 

法的義務を受ける主な環境関連法規制は次のとおり 

法規制等の名称 法規制要求事項 評価結果 

 

 

 

廃棄物処理法 

（排出事業者） 

産業廃棄物処理委託契約及び書類の保管（収集・運搬

及び処分） 
遵守 

産業廃棄物収集運搬業及び処分業許可証の確認 遵守 

マニフェストを交付し5年間保存 遵守 

マニフェスト交付状況報告書の提出 遵守 

マニフェスト未達時の措置 

（Ｂ2・Ⅾ票90日、Ｅ票 180日以内に送付されない場

合は 30日以内の報告） 

遵守 

産業廃棄物は保管基準に従って保管 遵守 

ビル衛生管理法 建物における衛生的環境の確保に関する法律 遵守 

消防法 消防設備の点検（消火器、火災報知器） 遵守 

フロン排出抑制法 

第一種フロン類充填回収業者の登録 遵守 

第一種フロン類の引取証明書を交付し3年間保存する 遵守 

フロン類充填量及び回収量等について記録し 5 年間保

存、及び知事への報告 
遵守 

第一種特定製品の簡易点検（3か月毎）、 

定期点検（一定規模以上）の実施 
遵守 

 過去3年間、環境関連法規を遵守し、違反はありません。 

また、関係機関からも特に指摘は無く、訴訟・苦情についても同様にありません。 

 

８． 代表者による全体評価と見直し・指示 
 

ガソリンの使用量削減を掲げているが、車両の経年劣化が進む中、積荷の削減や現場へ

の乗り合わせ等社員一丸となり工夫をこらし、使用量を減らすことに成功した。毎月の会

議では全支店情報の共有を行い、上長から社員へ結果の共有も行っている。今後、益々の

成果に期待したい。 

 電気使用量は昨年に続き使用量削減には及ばなかった。環境的要因が大半を占めるが、

環境経営目標に掲げている以上、目標達成出来るよう社員の意識改革が必要である。 

 現在社内全体のシステムの見直しを図っており、新システム導入へと準備を進めている。

業務の効率化及びペーパーレス化を進めていく。結果的にはこれらが環境に配慮した働き

方へと繋がるため、早急に進めていく必要がある。 

 昨年も課題にしていたが、経営レポートの改善が必要である。社員の関心を引くような

レポートに工夫してほしいと再度指示をした。 


